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ＩＣＴの全面的な活用
（実施要領 別紙ー１、２、３、９、１０）について
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対象業務
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以下のすべての要件に該当する「航空レーザ測量」「空中写真測量」「車載写真
レーザ測量」「路線測量」「河川測量」「現地測量」
・ ＩＣＴ活用工事、または、ＣＩＭ活用工事に関連する
・ ３次元測量手法が適用可能な現地条件である

ＩＣＴ活用工事に関連する「道路詳細設計」および「築堤・護岸詳細設計」

ＣＩＭ活用業務・工事に関連する測量で実施する「空中写真測量」を対象とする

ＣＩＭ活用工事に関連する設計業務で、地質調査業務、橋梁、トンネル、河川構
造物（樋門・樋管）の概略設計、予備設計、詳細設計業務、ダムの計画設計、概
略設計、実施設計業務を対象とする。
（工事対象工種）河川構造物（樋門・樋管）、ダム、橋梁、トンネル

UAV等を用いた公共測量 別紙-１

土工の３次元設計 別紙-2

３次元地形データ作成業務 別紙-3

CIM活用業務（工事）別紙-9，10
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Ｈ２９ i-Construction基準 改定のポイント

・測量手法選定表の設定
・機械経費等算定表の設定
・ＵＡＶを用いた公共測量マニュアル(案)の改定（地理院説明資料参照）
・地上レーザスキャナを用いた公共測量マニュアル（案）の策定（地理院説明資料参照）
・公表歩掛提示用の参考様式の配布（別添参照）
・成果品としてのサーフェスモデルは3次元設計で作成とし、測量成果から削除。

UAV等を用いた公共測量 別紙-１

土工の３次元設計 別紙-2

・対象を詳細設計業務に限定。
ただし、3次元測量を実施していない設計業務も対象とする。

・3次元測量成果がある場合には測量成果のサーフェスモデルを成果品として求める。
・LandXML1.2に準じた３次元設計データ交換標準の運用ガイドライン（案）の改定。

・CIMに関する空中写真測量においてプロポーザル方式で発注。
・業務遂行に際して「設計用数値地形図データ作成仕様【道路編】（案）」を参照する。
・相談窓口として国総研および地理院を登録。

３次元地形データ作成業務 別紙-3

CIM活用業務（工事）別紙-9，10

・「リクワイヤメント（要求事項）」の設定及び「実施計画書」必要事項の整理
・CIM導入ガイドラインの策定
・発注者指定型、受注者希望型で実施方法（内容）を区別して発注。

※その他については新旧対照表等を参照のこと。（改定）

（新規）

（新規）

（改定）

【別紙－１】ＵＡＶ等を用いた公共測量
（３次元点群測量）
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Ｈ２９ i-Construction測量業務の実施方針

公共測量実施における課題等
（受発注者の主な意見）

測量手法について

・ 発注者指定型においては、ＵＡＶ写真または地上レーザーにて実施
・ 地上レーザーの活用に当たっては、Ｈ２９．３策定の「地上レーザー公共測量マニュアル」に基づき実施
（※）ＵＡＶレーザーマニュアルは、平成29年度の早期に策定予定

ＵＡＶ写真測量 地上レーザー測量

• ＵＡＶ写真測量を実施できる現場条件が限定的なので、地上レーザーやＵＡＶ
レーザーのマニュアルを整備して欲しい

• 発注条件が不明確（受注者が測量手法を自由に選択。標準歩掛がない）

※航空レーザ測量・空中写真測量・車載写真レーザ測量の発注においても３次元データを作成

地上レーザー公共測量マニュアルを策定（H29.3）

【Ｈ２９実施方針】
①３次元点群測量
・設計・施工で3次元データの活用が見込まれるＣＩＭ活用工事及びＩＣＴ活用工事に関連する測量、
「航空レーザ測量」「空中写真測量」 「車載写真レーザ測量」「現地測量」「路線測量」「河川測量」にて実施

・測量手法は、基本的に「 UAV写真測量」または「地上レーザー測量」にて実施
・業務価格の積算では、新たに策定する機械経費等算定式を活用

②3次元地形データ作成
・ ＣＩＭに関連する事業で「空中写真測量」を実施する場合は、 3次元地形データの作成を試行的に実施
将来的には、測量業務において3次元点群及び3次元地形データを作成して設計に引き継ぎ、設計業務では全面的に3
次元設計を導入する
※現在、3次元地形データの作成方法は標準化されていない

3次元測量の方針

ＵＡＶを用いた公共測量マニュアル(案)改定（H29.3）
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測量手法の選定方法

• 以下の条件に該当する場合は、「ＵＡＶ写真」を選定する。
• 植生被覆がない、または、植生被覆が少ない時期に現場作業を実施できる
• 無人航空機の運航の安全確保に支障がない

• 「ＵＡＶ写真」の条件に該当しない場合は、「地上レーザ」を選定する。
• 測量範囲において、自動車走行が可能な場合は、「車載写真レーザ」を選定してもよい。
• 単一業務内にて、地域区分や現場条件が異なる場合は、あらかじめ区分毎に数量を確定した上で、複数の手法を
選定してもよい。

• 路線測量・河川測量は、測量範囲を面積換算し、選定する。

• 対象面積、地域区分等の他、実際の現場条件等にも配慮して測量手法を選定する
ものとする

大市街地 市街地(甲) 市街地(乙) 都市近郊 耕地 原野 森林
～0.01km 2

0.01～0.2km 2

対象面積
地域区分（地物）

車載写真レーザ UAV写真
地上レーザ
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業務価格の算定方法（案）

直接人件費

細別 （例） 適用 内外業
測量主
任技師

測量技
師

測量技
師補

測量助
手

測量補
助員

技術者単価 39,000 30,500 25,700 25,600 21,500

作業計画 共通 内

標定点・検証点の
設置

共通 外

細部測量（UAV） UAV
のみ

外

細部測量（地上
レーザ）

LS
のみ

外

三次元形状復元
(SfM処理)

UAV
のみ

内

点群編集 共通 内

三次元点群デー
タ作成

共通 内

※標定点・検証点の配置には対空標識等の設置を含む。

• 業務価格の算定は、以下の費用の組み合わせによる
⇒ 機械経費等については、算定式に基づき計上（測量面積に比例）
⇒ ３次元点群データの作成など、直接人件費の部分は見積りにて対応

0
100
200
300
400
500
600
700
800
900

0.00 0.01 0.02 0.03 0.04 0.05 0.06 0.07 0.08 0.09 0.10

機
械
経
費
等
（千
円
）

作業量（km2）

地上レーザ

ＵＡＶ

含まれている主な内容

機械経費等 直接人件費

業務公告後、指名業者に見積りを徴収。平均値
等を用いて当該業務の歩掛かりを算定、公表

機械経費等とは設計業務積算基準における「機械経費」「通信運搬費等」「材料費」の総称

【別紙－２】土工の３次元設計業務
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Ｈ２９ 土工の３次元設計業務の実施方針

実施手法について

・ 「LandXML1.2に準じた３次元設計データ交換標準（案）（国土交通省・平成29年3月）」に基づいて土
工の３次元設計データを作成し、電子データで提出する。
・データ作成・納品に係る措置については「LandXML1.2に準じた３次元設計データ交換標準の運用ガイド
ライン（案）（国土交通省・平成29年3月）」（LandXMLガイドライン）による。

【Ｈ２９実施方針】
（業務概要）
・ＩＣＴの全面的活用を図るため、対象となる詳細設計時に土工の３次元設計を合わせて実施する。
（対象業務）
・ＩＣＴ活用工事に関連する設計業務で、道路詳細設計、築堤詳細設計、護岸詳細設計を対象とする。
（成果品・作成対象範囲等）
・LandXMLガイドラインに示す３次元設計データ（スケルトンモデル）
・３次元設計データ（サーフェスモデル）
・測量成果の三次元点群データから作成する地形サーフェスモデル（※）
※詳細設計実施時に三次元点群データの測量成果が有る場合のみ

土工の3次元設計の方針
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•CL離
れ

CL
CL離れ

FHからの
離れ

平面線形

縦断線形

横断形状

スケルトンモデル

横断形状

中心線形

サーフェスモデル

設計のスケルトンモデル及びサーフェスモデル、測量のサーフェスモデルの全体３次元設計データ

スケルトンモデル

サーフェスモデル 設計の表面形状をＴＩＮなどでモデル化したもの

設計の縦断線形と横断線形の骨組み

ＴＩＮ 点を直線で繋いで三角形を構築（不等辺三角網）して、面の集合体で地形や設計
の表面形状をモデル化したもの

【解説】３次元設計データ（LandXMLデータ交換標準）
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土工の３次元設計の概要
成果物

従
来

土
工
の
３
次
元
設
計

【測量】 【施工】

２次元現況図

・２次元現況図（測量成果）
・２次元設計図
・数量計算書（平均断面法）

ＩＣＴ土工

サーフェスモデルスケルトンモデル

・２次元設計図

３次元現況図
（点群データ）

情報化施工

３次元設計データ
作成

２次元設計図（平面図、縦断図、横断図）

２次元設計図

２次元成果 ３次元成果

・数量計算書
（平均断面法または３次元ＣＡＤ）

・測量サーフェスモデル（測量成果）
・設計スケルトンモデル
・設計サーフェスモデル

ＳＸＦ形式

ＸＭＬ形式

任意（規定なし）

12

【別紙－３】３次元地形データ作成業務
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３次元地形データ作成業務の概要

ＣＩＭ活用業務・活用工事に関連する測量で実施する「空中写真測量」を対象とする

対象業務

実施方法

• 発注者指定型
• プロポーザル方式

業務内容

• 「公共測量標準図式 数値地形図データ取得分類コード表」のうち、設計に必要とな
る地形・地物を対象に高さ情報を取得し、３次元地形データを作成する

• 取得分類コード表における対象は、「設計用数値地形図データ作成仕様【道路編】
（案）」の記載による

• ３次元地形データのファイル形式は受発注者協議による

• 設計業務の効率化・高度化を図ることを目的として、地形・地物の高さ情報を含む３次元地形
データを作成する
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３次元地形データの成果

 

建物の外形線と高さから立方体へ変換 

断面変化点を取得し、データ化

等高線や点群は、断面変化点が把握できない

これまでの測量成果

３次元地形データ

建物の外形に加えて高さを取得し立体化

これまでの測量成果 ３次元地形データ

建物の外形のみを計測

地物データの立体化

地形データの高度化

• ３次元地形データは、地形データを高度化・地物データを立体化した表示が可能となる

（地図センターHPより引用）

成果の表示イメージ

成果の表示イメージ

これまでの測量成果 ３次元地形データ
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【別紙－９、１０】ＣＩＭ活用業務（工事）
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Ｈ２９ ＣＩＭ活用業務（工事）の実施方針

実施方法について

（発注者指定型※）《CIMの活用充実に向けた検討》
➀CIMモデルにおける属性情報
②CIMモデルを用いた自動的な数量算出
③施工を見据えたCIMモデルの構築・出来形管理、監督検査効率化
④受発注者間でのCIMモデルのデータ共有

（受注者希望型）《CIMの活用・普及》
➀フロントローディングの実施
②関係者間協議・情報共有 等

【Ｈ２９実施方針】
（業務概要）
・ＩＣＴの全面的活用を図るため、 CIM活用業務（工事）では建設生産プロセスの各段階においてCIMモデル
を作成・活用する。
（対象業務（工種））
・地質調査業務、橋梁、トンネル、河川構造物（樋門・樋管） ダム
（業務プロセス）
➀CIMモデルの作成・更新：CIM導入ガイドラインを参考に受発注者協議により決定
②CIMモデルの活用：関係者協議や情報共有、フロントローディングの実施
③CIMモデルの納品：「CIM事業における成果品作成の手引き」に基づき、納品

CIM活用業務（工事）の方針

CIMモデル（3次元モデル＋属性情報）

※ 発注者指定型においても、受注者希望型の活用項目を実施



工種：橋梁、トンネル、ダム、河川構造物 件数：各地整各工種１件以上

現状 gennjyou

①ＣＩＭモデルの
属性情報の付与
方法（ECI）

②③ＣＩＭモデルを用
いた監督・検査の
効率化（工事）

④受発注者間での
ＣＩＭモデルの
データ共有方法（ECI）

ビューポイントを
指定し、寸法情報
を記載

橋梁等につ
いても検討

事業単位ごとにＡＳＰを
用いて共有
（発注者、設計者、施工者等）

発注者が複数の設計成果を
施工業者へ受け渡し

精度管理等
の検証

積算区分を３次元
上へ反映

ＣＩＭの活用充実（H29以降）

② 関係者間協議① フロントローディング

交通規制検討 ダム事業での他管理者と協議 地元説明へ活用点検時を想定した設計ICやJCT等の施工計画検討
重機配置計画による
安全性検討

工種：橋梁、トンネル、ダム、河川構造物

※ 発注者指定型においても、受注者希望型の活用項目を実施

・発注者が受注者に対して、要求事項（リクワイヤメント）を設定し、以下の検討を実施する

・これまでの試行で活用効果が認められた以下項目等について実施する

※ 発注者指定・受注者希望型ともに必要費用（ＣＩＭモデル作成費、ＰＣ等の賃貸借費）計上、成績評価で加点

発注者指定型

受注者希望型

２次元図面３次元モデル

・寸法情報
・属性情報を補完

高所作業車を用いた
検尺による計測

設計者Ａ

設計者Ｂ

施工者Ａ

施工者Ｂ

データ共有

プラットフォーム

保管管理
システム

発注者
維持管理関係
データベース等

検尺等により管理断面毎に計測 自動数量算出、面的管理に向けた出来形管理、監督
検査方法の検討
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Ｈ２９ ＣＩＭ活用業務（工事）の概要

Ｈ２９ ＣＩＭ（３次元モデル）の取り組み方針
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① ＣＩＭモデルの属性情報
・現状のＣＩＭモデルは、３Ｄで形状の表現は可能であるが、寸法や材料
情報等の属性情報はソフト上で自動表示できず、２次元図面での補完
が必要。
➣寸法情報や、属性情報をＣＩＭモデルのみで表現できることを目指す。
② ＣＩＭモデルを用いた積算、監督・検査の効率化
・現状では、ＣＩＭモデルを用いた積算、監督・検査の効率化には繋がっ
ていない。
➣ＣＩＭモデルから積算区分に応じた数量算出、レーザースキャナ等の
計測機器を用いて、ＣＩＭモデルを用いた構造物の出来形管理、監督
・検査の効率化（面的管理の実施）を
目指す

③ 受発注者間でのデータ共有方法
・設計や施工等のデータ共有、受け渡しが発生する場合、発注者を介し
て必要な情報を共有しているが、設計変更や施工ステップの変更を、
同時共有するは出来ていない。

➣ＣＩＭモデルを一元管理システムを介して、設計から施工へスムーズな
受け渡しや同時共有の実現を目指す。

【取り組み方針】

今後、３年以内に、橋梁・トンネル・ダム・河川構造物を対象に、調査・設計段階から施工、
維持管理の各プロセスでＣＩＭ（３次元モデル）を導入・活用するための基準類を整備

現状及び目指すべき目標

3次元モデル

寸法情報、付属情報を
CIMモデルのみで表現

自動積算、LS等を用いた
面的管理を実施

CIMモデルを一元管理システム
を介して共有



参考（Ｈ２９発注について）
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Ｈ２９ ＵＡＶ等を用いた公共測量の発注

20

①発注者指定型 ②受注者希望型

【発注のイメージ】

基本的考え方

○ ＩＣＴ活用工事およびＣＩＭ活用工事に関連する路線測量、河川測量、現地測量を対象
○ UAV等の普及状況を考慮しながら順次拡大

１．２つの方式で実施

① 発注者指定型：UAV等を用いた公共測量を前提として発注（原則として、総合評価）
② 受注者希望型：受注者からの提案により、UAV等を用いた公共測量を実施（原則として、価格競争）

２．積算方法は人工を見積、機械経費等は算定式による

ＵＡＶ等を用いた公共測量とは、公共測量において、トータルステーションを用いた測量のほか、ＵＡＶを用いた公共測量マニュアル(案)（国土地理院・平成29年３
月）に基づくＵＡＶを用いた測量、地上レーザスキャナを用いた公共測量マニュアル（案）（国土地理院・平成29年３月）、規程第３編第３章に基づく車載写真レーザ
測量等により実施する公共測量をいう

３．業務成績評定において評価

順次拡大

当初

※①は、UAVの普及状況等を考慮し運用

※公表歩掛に用いる項目の参考様式を別途配布
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Ｈ２９ 土工の３次元設計の発注

①発注者指定型

【発注のイメージ】

基本的考え方

○ ＩＣＴ活用工事に関連する道路詳細設計、築堤詳細設計、護岸詳細設計を対象
○ UAV等を用いた公共測量にあわせて順次拡大

１．発注者指定方式で実施

発注者指定型：土工の３次元設計を前提として発注

２．見積による積算を適用

土工の３次元設計とは、土木設計業務において、ＩＣＴ活用工事を行うために３次元データを作成することをいう。

３．業務成績評定において評価

順次拡大

当初

UAV等を用いた公共測量

UAV等を用いた公共測量

※公表歩掛に用いる項目の参考様式を別途配布

ＩＣＴ活用工事における３次元データの流れ
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情
報
化
施
工
（
施
工
会
社
）

３次元設計データ修正
情報化施工用データ作成

情報化施工（TS）用3次元データ

情報化施工（MC・MG）用3次元データ

スケルトンモデル

サーフェスモデル

『三次元点群データ』
「UAVを用いた公共測量マニュアル
(案)第76条運用基準」に示す三
次元点群データを、三次元形状復
元計算ソフト（SfMソフト）や点
群処理ソフトにより作成。

＊「CSV形式」は、メーカーやソフト
には依存しない。

『地形サーフェスモデル』
点群データを基に、点群処理ソフト
や３次元CADソフトにより作成。

『スケルトンモデル』
『設計サーフェスモデル』
設計成果を基に、
「LandXML1.2に準じた３次元設
計データ交換標準(案)」に対応し
た設計ソフトや２次元CADソフ
ト、３次元CADソフトにより作成。

＊「XML形式」は、メーカーやソフト
には依存しない。

『情報化施工用データ』
起工測量を基に、３次元設計デー
タの照査を実施。
修正設計データ（XML形式）を、
TS出来形管理データ作成ソフトや
MC・MGデータ作成ソフトに読み
込み、情報化施工用データを作成
（書き出し）する。

＊「XML形式」は、どのメーカーの施
工機械でも読み込み可能。

～TOPIC～

「３次元設計」は、現時点では「ICT
土工（情報化施工）用の３次元設
計」と「CIMモデル（構造物対象）」は、
分けて考えた方が理解しやすい。

ICT土工用の３次元設計データは、
XML形式で各ソフトが統一化されて
いるが、CIMモデルはメーカーにより
規格が違っており、統一化が図られ
ていない課題がある。（現在、統一
化に向けた検討中）

～TOPIC～

「XML形式」は、２次元CADの「SXF
形式」のようなもの。

起
工
測
量
・
設
計
照
査
（
施
工
会
社
）

３次元設計データ作成３
次
元
測
量
（
測
量
会
社
）

３
次
元
設
計
（
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

３次元地形測量

作成するデータ 作成するデータ 作成するデータ
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北陸地方整備局の取り組み方針

ＣＩＭの活用・普及に向けた取り組み方針

１）３次元測量・設計

・今年度予定の「ＩＣＴ土工工事」及び「ＩＣＴ舗装工事」を対象に、対応可能なものについて「３次
元測量・設計」を実施し、施工に反映。

・平成３０年度以降予定のＩＣＴ活用工事（ＩＣＴ土工・舗装工含む）を対象に、「３次元測量・設計」
を実施。

２）ＣＩＭ活用業務

・「関係者間協議」や「フロントローディング」への活用は、現場での利用を想定し、部分的に「３
次元モデル化」を実施。 ⇒ 事例集を作成

・ＣＩＭ活用業務（試行型）※１

「ＢＯＸカルバート（現場打ち）」、「樋門・樋管」等の詳細設計を対象に、「３次元モデル化」と
「数量計算」を実施。 ⇒ 効率化の検証（２次元設計との比較）

・ＣＩＭ活用業務（標準型）※２

「橋梁」、「トンネル」、「ダム」、「河川構造物」の概略・予備・詳細設計を対象に、「３次元モデ
ル化」、「数量計算」、並びに「属性情報の付与」を実施。 23

※１ ＣＩＭ導入ガイドライン（案）に基づき一部実施
①ＣＩＭモデル（構造物モデル）作成
②ＣＩＭモデルを用いた自動的な数量の算出

※２ ＣＩＭ導入ガイドライン（案）に基づき実施
①ＣＩＭモデル（地形モデル、構造物モデル、統合モデル等）作成
②ＣＩＭモデルを用いた自動的な数量の算出
③属性情報（外部参照）付与

チャレンジ！
建設現場での活用を前提としたＣＩＭ

～ フロントローディング ＆ 地元協議 ～

事例集 （案）

平成●●年●●月

北陸地方整備局 企画部

ＣＩＭ活用事例集のイメージ 24


